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4熊里子純彦F戦後思想のー断面 哲学者廃松渉の軌跡~ (ナカニシヤ出板、 2004年)参照。
5小熊前掲書、 264真。




























































































12 向上、 91~92 頁。























































































22 前掲書、 174~175 真、傍点引用者。
2:3このとき廃松は反戦学向には加盟していなかったようだが、次の資料から分かるように、事実上、



























を強要して行われたものである。JW資料・戦後学生運動 第3巻~ (三一書房、 1969年)、 77頁、傍点
引用者。資料によって庚松が広松と表記されていることがあるが、以後特に注記せず"?"?とする。
白熊里子前掲書、 39頁。































…J と。 J 黒田寛一『場所の哲学のために(下)~ (こぶし書房、 1999年〉、 288頁。他に、廃松について



















































































































37 東大学生運動研究会前掲書、 1~2 頁、傍点引用者。
却前掲書、 104:&.。
39向上。










































































48 武井昭夫『層としての学生運動ー全学連創成期の思想、と行動~ (スペース伽耳目、 2005年)、 452頁~
462 頁。なお、初出の論文は、 r~日本の学生運動~ (東大学生運動研究会編著)への批判的注釈一自己の
運動への真撃な批判・総括からの出発を望むjとして全学連の準機関紙的役割を果たした f学生生活』



































































































いる。 rr新左翼j運動の思想的位相一マルクス主義運動の現局面-J (W中央公論~ 1969 
年9月)、「東大闘争の現代史的意義J( W朝 R ジャーナル~ 1970年1月)、「新左翼革命論
の問題状況一大衆叛乱型革命路線の模索一J( W現代の眼~ 1970年2月)、 f腹談会新左
翼思想と f主体性JJ ( W現代の眼~ 1970年5月)、 f新左翼の思想、と行動J( W人間として』
1970年 12月)、「新左翼の思想ーその位相、基盤、指向 J ( W理想~ 1970年12月)、「大



































































夕刊、及び『資料・戦後学生運動 5.l I J券~ (三一書房、 1969年)、 254真参照。



















































































73 前掲書、 167~168 真。
74東大学生運動研究会前掲書、 146賞。
?
?
??ょ
そこで理論家としての自覚は体制の f外部」から与えられるのではなく、あくまでも自律
的に勝ち取るしかない。
だが、前衛と大衆という図式をしりぞけるということを表向きは装いながらも、前衛の
自己批判に委ねているのみで、投げおかれた主体が体制内でどのように位壁づけられるの
かが等閑に付されているようにも思われる。慶松は、前衛として大衆をつかむのは誰なの
か具体的には述べていない。自らたちあがった者は、そう宿命づけられていたのか。変革
を志す前衛の自己意識は体制の f内部」からどのようにあらわれてくるのだろうか。
変遷を遂げていく体制や構造の歴史のただなかで、個人はどのようにしてその構造の変
転に働きかけることができるのかが今後問題とされねばならない。
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